
﹁
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
﹂で
業
界
を
リ

ド

ク
ラ
ウ
ド
型
ア
ス
ベ
ス
ト
業
務
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
が
急
拡
大

累計導入企業実績は社

＝　ＥＭＳ　＝

北北建

計８社に賞状贈呈
年度優良工事等表彰


年
度
事
務
所
長
表
彰

優
良
工
事
・
委
託
で
６
社

南西建

全
日
議
連
総
会
で
要
望
活
動


年
度
の
税
制
改
正
な
ど

日政連

建
設
特
定
技
能
評
価
試
験

１
月


日
に
愛
知
県
で

ＪＡＣ

建
設
特
定
技
能
外
国
人
制
度

東
京
会
場
で
説
明
会
開
く

ＪＡＣ

技
術
論
文
発
表
会
開
く

青
木
あ
す
な
ろ
建
設

東急不など参画

「Ｊ＆ＴＥＲＲＡＣＥ」竣工
階建て超高層タワー

Ｊ
＆
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
外
観


月
の
建
設
機
械
出
荷

国
内
は
３
カ
月
連
続
で
減
少

東重協

働きやすい環境テーマに
女性オペレーター懇談会

４
面
か
ら
つ
づ
く

　

★
町
田
市

　
　

　

●
練
馬
区

　
　

　

●
荒
川
区

　
　

　

●
葛
飾
区

　
　

　

●
江
戸
川
区

　
　

　

●
東
京
都
水
道
局
多
摩
　

　

水
道
改
革
推
進
本
部
　
　

　

●
東
京
都
水
道
局
多
摩
　

　

水
道
改
革
推
進
本
部
多
　

　

摩
給
水
管
理

　
　

　

●
東
京
都
都
市
づ
く
り
　

　

公
社

　
　

　

●
小
金
井
市

　
　

　

●
狛
江
市

　
　

　

●
八
王
子
市

　
　

　

●
東
村
山
市

　
　

　

●
福
生
市

　
　

　

●
町
田
市

　
　

　

●
武
蔵
野
市

　
　

　

●
国
土
交
通
省
首
都
国
　

　

道

　
　

　

●
国
土
交
通
省
江
戸
川
　

　

河
川

　
　

　

●
国
土
交
通
省
東
京
航
　

　

空
局

　
　

　

●
衆
議
院

　
　

　

●
自
然
科
学
研
究
機
構
　

　

●
国
立
美
術
館

　
　

　

●
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
　

　

本
賃
貸
住
宅
本
部

　
　

　

●
東
京
大
学

　
　

　

●
東
京
学
芸
大
学

　
　

　

●
中
日
本
高
速
八
王
子
　

　

支
社

　
　

　

★
北
区

　
　

ChallengeChallenge
チャレンジ

　ＥＭＳ（千代田区）が提供する石綿（アスベス
ト）管理システム「ＵＮＩ―ＰＯＲＴ（ユニポー
ト）」の導入が急拡大している。年の発売か
ら２年半で、累計導入企業実績は社を超えた。
背景には、昨年月から有資格者による石綿事前
調査の実施が義務付けられたことがある。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　
工
事
の
元
請
け
と
な
る
事
業
者

は

石
綿
事
前
調
査
に
基
づ
く
報

告
書
の
作
成
・
提
出
が
必
要
と
な

り
看
板
や
帳
票
の
作
成
・
設
置


作
業
記
録
の
保
管
な
ど

煩
雑
な

業
務
に
課
題
を
抱
え
て
い
る

さ

ら
に
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
が
大

き
く
叫
ば
れ
る
今

多
く
の
事
業

者
は

人
手
不
足
の
中
で
社
内
の

法
律
に
対
す
る
知
見
不
足
に
関
す

る
不
安
の
声
も
あ
る

そ

れ
ら
の
課
題
を
ワ
ン
ス
ト


プ
で
解
決
で
き
る
点
で

評
価
を
得
て
い
る
よ
う

だ


　
ユ
ニ
ポ

ト
は

建
設

業
界
の
事
業
者
と
労
働
者

を
守
る
た
め
に
設
計
さ
れ

た
ク
ラ
ウ
ド
型
ア
ス
ベ
ス

ト
業
務
管
理
シ
ス
テ
ム


代
表
取
締
役
の
星
美
耶
氏

は

﹁
事
前
調
査
に
基
づ

く
電
子
報
告
を
効
率
化
す

る
シ
ス
テ
ム
に
注
目
が
集
ま
り
が

ち
だ
が

ユ
ニ
ポ

ト
な
ら
そ
の

後
の
工
事
準
備

着
工
・
施
工


工
事
完
了
引
き
渡
し
ま
で

全
て

の
書
類
・
看
板
の
作
成
か
ら
保
管

ま
で
完
結
で
き
る
こ
と
が
特
長

だ
﹂
と
話
す


　
現
場
で
は
ス
マ
ホ
に
工
事
情
報

を
入
力
す
る
だ
け
で

自
動
で
石

綿
の
法
令
対
応
に
必
要
な
書
類
と

看
板
を
生
成
で
き
る

入
力
項
目

の
抜
け
漏
れ
・
ミ
ス
の
ア
ラ

ト

機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
他

各

項
目
に
情
報
入
力
の
補
助
と
な
る

説
明
文
が
付
い
て
い
る
な
ど
機
能

面
も
優
れ
る

行
政
電
子
報
告
シ

ス
テ
ム
﹁
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
﹂
と
の
連

携
で

１
工
事
当
た
り
の
電
子
申

請
作
業
時
間
が
最
大
６
分
の
１
に

な

た
ケ

ス
も
あ
る
と
い
う


星
氏
は

﹁
作
成
し
た
各
種
帳
票

の
デ

タ
な
ど
は
ク
ラ
ウ
ド
に
保

管
さ
れ
る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ


ト
だ

行
政
の
立
ち
入
り
調
査
の

対
応
も
万
全
に
な
る
﹂
と
強
調
す

る


　
２
０
２
５
年
春
に
は

﹁
複
数

の
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
機
関
と
業
務

提
携
を
結
ん
で
い
く

ユ
ニ
ポ


ト
上
で
分
析
依
頼
と
検
査
結
果
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
展

望
を
語

た


　
同
社
の
取
り
組
み
は

ア
ス
ベ

ス
ト
管
理
業
務
の
未
来
を
変
え
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る

今
後
の

展
開
に
注
目
が
集
ま
る


　
建
設
技
能
人
材
機
構
︵
Ｊ

Ａ
Ｃ

港
区
︶
は

２
０
２

５
年
１
月

日
と

日
に
愛

知
県
で
﹁
建
設
分
野
特
定
技

能
１
号
お
よ
び
２
号
評
価
試

験
﹂
を
実
施
す
る


月


日
か
ら

年
１
月

日
正
午

ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る


　
同
試
験
は

建
設
分
野
の

特
定
技
能
１
号
お
よ
び
２
号

の
在
留
資
格
取
得
に
必
要
な

資
格

国
土
交
通
省
が
定
め

た
実
施
要
領
に
基
づ
く
学
科

と
実
技
試
験
で
構
成
さ
れ
て

い
る


　
試
験
時
間
は
１
号
・
２
号

と
も
学
科

分
実
技

分


１
号
試
験
は
真
偽
法
ま
た
は

選
択
式
の
学
科

問

実
技


問
に
対
し
て

％
以
上
の

正
解
を
求
め
る

２
号
試
験

は
学
科

問

実
技

問
の

４
択
式
問
題
で


％
以
上

の
正
解
が
合
格
ラ
イ
ン
と
な

る

実
施
方
法
は
全
て
Ｃ
Ｂ

Ｔ
方
式
と
し
て
い
る


　
申
し
込
み
は
同
機
構
ホ


ム
ペ

ジ
の
﹁
技
能
評
価
試

験
マ
イ
ペ

ジ︵https://j

ac-skill.or.jp/exam/

︶
﹂

か
ら

受
講
料
は
一
律
２
０

０
０
円


　
全
日
本
不
動
産
政
策
推
進

議
員
連
盟
︵
全
日
議
連
︶
が


月

日
に
開
催
し
た
総
会


写
真

で

全
日
本
不
動

産
政
治
連
盟
︵
日
政
連

中

村
裕
昌
会
長
︶
な
ど
は

２

０
２
５
年
度
の
税
制
改
正
と

土
地
住
宅
政
策
の
要
望
活
動

を
行

た


　
不
動
産
流
通
促
進
に
よ
る

地
方
活
性
化
を
図
る
た
め


住
宅
・
土
地
に
係
る
適
用
期

限
を
迎
え
る
各
種
税
制
特
例

措
置
の
延
長
と
充
実
に
加

え

▽
既
存
住
宅
リ
フ



ム
に
お
け
る
消
費
税
の
非
課

税
措
置
▽
住
宅
ロ

ン
控
除

要
件
の
緩
和
と
恒
久
化

な

ど
を
求
め
た


　
ま
た

低
利
用
や
未
利
用

不
動
産
の
流
通
促
進
を
図
る

政
策
要
望
と
し
て

▽
低
未

利
用
土
地
対
策
の
推
進
▽
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
し
ス
ト


ク
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
既
存
物
件
の
価
値
の
見
直

し
▽
農
地
を
含
ん
だ
不
動
産

の
流
通
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
農
地
法
の
見
直
し

な
ど

を
挙
げ
た


　
こ
れ
に
つ
い
て
国
土
交
通

省
の
担
当
者
も
﹁
リ
フ



ム
な
ど
に
よ
る
住
宅
ス
ト


ク
の
価
値
向
上
が
適
正
に
評

価
さ
れ
る
市
場
環
境
の
整
備

を
促
進
し
て
い
く
﹂
﹁
住
宅

ロ

ン
控
除
の
要
件
緩
和
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
税
制
特

例
措
置
の
確
実
な
延
長
な
ど

を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
努
め

る
﹂
な
ど
と
延
べ

参
加
し

た
議
員
ら
に
一
層
の
協
力
を

求
め
た


　
東
急
不
動
産
︵
渋
谷
区
︶

と
日
鉄
興
和
不
動
産︵
港
区
︶

が
参
画
し
た
﹁
十
条
駅
西
口

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
﹂
の
複
合
施
設
﹁
Ｊ
＆

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
︵
ジ

イ

ト
テ
ラ
ス
︶﹂が
竣
工
し
た


住
宅
と
商
業

北
区
の
公
益

施
設
が
一
体
と
な

た

階

建
て
の
超
高
層
タ
ワ


十

条
駅
前
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い

と
緑
豊
か
な
空
間
を
創
出

し

十
条
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
と
災
害
対
応
力
の
強
化

を
実
現
す
る


　
同
建
物
は
基
壇
部
施
設

﹁
Ｊ
＆
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
︵
ジ

イ

ト
モ

ル
︶
﹂
と
分
譲
マ
ン

シ

ン
﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｅ
Ｒ
　
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｏ
︵
ザ
・
タ

ワ

十
条
︶
﹂
で
構
成


　
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
一
部
鉄
骨
造
地
下
２
階
地

上

階
建
て
延
べ
８

万
１
０
６
７
平
方



マ
ン
シ

ン
の

戸
数
は
５
７
８
戸

で

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

４

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
を

配
置
す
る

敷
地
面

積
は
７
０
７
１
平
方




　
所
在
地
は
北
区
上

十
条
２
ノ

ノ
１


　
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
︵
港

区
︶
は
２
日

都
内
で
第


回
技
術
論
文
発
表
会
を
開
催

し
た

発
表
は
メ
イ
ン
会
場

に
加
え

ウ

ブ
配
信
を
併

用
し
て
実
施

１
等
論
文
１

件

２
等
論
文
５
件

３
等

論
文
２
件
の
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
み
内
容
を
発
表

し
た


　
同
社
の
辻
井
靖
社
長

写

真

は
﹁
技
術
を
尊
重
し


共
有
す
る
こ
と
で
向
上
に
つ

な
げ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
会

の
意
義
を
強
調
し

﹁
現
場

で
発
見
し
た
技
術
が
蓄
積
さ

れ

広
が

て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た


　
当
日
発
表
さ
れ
た
論
文
は

次
の
通
り


■
１
等
論
文

　
▽
橋
梁
下
部
工
梁
部
施
工

に
お
け
る
特
殊
支
保
工
の
構

造
変
更
実
施
報
告

■
２
等
論
文

　
▽
地
盤
改
良
体
を
用
い
た

自
立
式
土
留
め
壁
に
よ
る
掘

削
工
事
︵
技
術
提
案
︶
▽
立

野
ダ
ム
の
施
工
に
お
け
る
工

程
上
の
課
題
に
対
す
る
取
り

組
み
▽
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
に
よ

る
下
部
工
躯
体
構
築
▽
Ｔ
Ｎ

Ｆ
工
法
の
実
施
適
用
と
施
工

実
績
▽
乾
式
間
仕
切
壁
下
地

工
法
﹁
Ａ
Ａ

ｗ
ａ
ｌ
ｌ
﹂

の
開
発

■
３
等
論
文

　
▽
固
有
値
解
析
を
用
い
た

地
震
力
に
よ
る
設
計
の
合
理

化
お
よ
び
狭
小
地
に
お
け
る

既
存
躯
体
の
山
留
利
用
に
つ

い
て
▽
﹁
居
な
が
ら
工
事
﹂

に
よ
る
耐
震
補
強
工
事
施
工

実
績

　
日
本
建
設
機
械
工
業
会

︵
山
本
明
会
長
︶
は


月

の
建
設
機
械
出
荷
金
額
統
計

を
ま
と
め
た

国
内
外
を
合

わ
せ
た
出
荷
金
額
は
３
０
１

０
億
円
︵
前
年
同
月
比
６
・

３
％
減
︶

３
カ
月
連
続
で

前
年
を
下
回

た


　
国
内
需
要
は
９
８
７
億
円

︵
１
・
８
％
減
︶
で
３
カ
月

連
続
で
減
少

機
種
別
に
見

る
と

ト
ラ
ク
タ
が
１
８
６

億
円
︵

・
４
％
増
︶

建

設
用
ク
レ

ン
が
１
７
１
億

円
︵
１
・
９
％
増
︶

コ
ン

ク
リ

ト
機
械
が

億
円

︵

・
３
％
増
︶

油
圧
ブ

レ

カ
圧
砕
機
が

億
円

︵

・
５
％
増
︶で
４
機
種

と
補
給
部
品
が
増
加
し
た


　
輸
出
は
２
０
２
３
億
円

︵
８
・
４
％
減
︶
で
９
カ
月

連
続
で
減
少

道
路
機
械
が


億
円
︵

％
増
︶

コ
ン

ク
リ

ト
機
械
が
１
億
円

︵

・
１
％
増
︶

そ
の
他

建
設
機
械
が
３
３
７
億
円

︵

・
７
％
増
︶で
３
機
種

と
補
給
部
品
が
増
加
し
た


　

月
の
建
設
機
械
国
内
出

荷
台
数
統
計
は
表
参
照


　
東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設

事
務
所
は

月

日

２
０

２
４
年
度
優
良
工
事
等
表
彰

式
を
開
催
し
た

写
真

優

良
工
事
６
社

建
設
業
担
い

手
育
成
・
貢
献
工
事
２
社
に

細
見
明
彦
所
長
が
賞
状
な
ど

を
手
渡
し
た


　
細
見
所
長
は
﹁
優
秀
な
技

術
力
を
継
承
し
て
い
た
だ

き

将
来
の
担
い
手
と
な
る

技
術
者
を
育
成
し
て
ほ
し

い
﹂
と
述
べ

﹁
当
事
務
所

管
内
は
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ラ

が
整

て
い
な
い

今
後
も

多
摩
地
域
の
発
展
に
ご
協
力

願
い
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し

た


　
表
彰
対
象
は
次
の
通
り


︿
優
良
工
事
﹀

　
▽
ア

ク
ノ
ハ
ラ

防
護

柵
設
置
工
事︵
４
北
北

１
︶

▽
昌
英
塗
装
工
業

福
寿
歩

道
橋
維
持
工
事
︵
塗
装
︶
▽

瀧
澤
建
設

空
堀
川
河
床
整

備
工
事
︵
そ
の
３
０
１
︶
▽

ナ
カ
ガ
ワ
ロ

ド
東
京
支
店


路
面
補
修
工
事
︵
５
北
北

の
１
︶
▽
飯
和
建
設

街
路

築
造
工
事
の
う
ち
電
線
共
同

溝
設
置
工
事
︵
４
北
北

国

分
寺
３
・
２
・
８
︶
▽
最
上

建
工
八
王
子
営
業
所

街
路

築
造
工
事
の
う
ち
電
線
共
同

溝
設
置
工
事
︵
４
北
北

東

村
山
３
・
４
・

の
２
∧
上

清
戸
∨
︶

︿
建
設
業
担
い
手
育
成
・
貢

献
工
事
﹀

　
▽
佐
久
間
建
設

空
堀
川

整
備
工
事
︵
そ
の
２
０
５
︶

そ
の
２
▽
光
建
設

道
路
橋

梁
維
持
工
事
︵
５
東
村
山
工

区
︶
単
価
契
約
︵
そ
の
２
︶

　
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設

事
務
所
は
２
日

２
０
２
４

年
度
事
務
所
長
優
良
工
事
な

ど
の
表
彰
式
を
行

た

優

良
工
事
・
委
託
案
件
で
６
社

が
矢
﨑
善
朗
所
長
か
ら
賞
状

を
授
与
さ
れ
た

写
真


　
矢
﨑
所
長
は
﹁
高
い
技
術

力
と
豊
富
な
経
験
を
生
か
し

て
施
工
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
﹂
と
受
賞
者

を
た
た
え
る
と
と
も
に
﹁
さ

ら
に
都
民
生
活
の
基
盤
を
向

上
さ
せ
る
た
め

今
後
も
優

秀
な
技
術
者
の
育
成
を
図


て
ほ
し
い
﹂あ
い
さ
つ
し
た


表
彰
式
で
は

交
通
規
制
に

対
す
る
配
慮
や
施
工
に
対
す

る
地
域
へ
の
説
明
な
ど
の
表

彰
理
由
を
紹
介
し
た


　
受
賞
者
と
工
事
件
名
は
次

の
通
り


　
▽
大
勝
建
設
東
京
支
店


豊
田
陸
橋
長
寿
命
化
工
事

︵
そ
の
２
︶
▽
福
田
道
路
東

京
本
店

電
線
共
同
溝
設
置

に
伴
う
歩
道
本
復
旧
工
事

︵
４
南
西

平
山
外
２
箇

所
︶
▽
村
尾
重
機

路
面
補

修
工
事
︵
５
南
西
の
２
︶
▽

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

東
京
本
社

道
路
詳
細
修
正

設
計
及
び
電
線
共
同
溝
詳
細

修
正
設
計
︵
４
南
西

八
王

子
３
・
４
・

石
川
Ⅰ
期
︶

▽
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
東

京
支
店

北
野
橋
長
寿
命
化

詳
細
設
計
▽
東
京
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
関
東
支
店

道
路
災

害
防
除
工
事
に
伴
う
法
面
予

備
・
詳
細
設
計
︵
４
南
西
の

１
︶

　
建
設
技
能
人
材
機
構
︵
Ｊ

Ａ
Ｃ
港
区
︶は

月

日

浜
離
宮
建
設
プ
ラ
ザ
で
﹁
建

設
分
野
特
定
技
能
外
国
人
制

度
の
説
明
会︵
東
京
会
場
︶﹂

を
開
催
し
た

写
真

当
日

は
建
設
専
門
工
事
会
社
な
ど

か
ら
約

人
が
参
加
し

制

度
の
知
識
を
深
め
た


　
説
明
会
で
は

国
土
交
通

省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
国

際
市
場
課
企
画
係
の
鎌
田
紘

一
氏
と
同
機
構
事
業
部
の
稲

場
靖
惠
氏
が
登
壇


　
第
１
部
で
登
壇
し
た
鎌
田

氏
は

外
国
人
材
受
け
入
れ

の
背
景
と
し
て
﹁
建
設
業
に

お
け
る

歳
以
上
の
技
能
者

が
全
体
の

・
７
％
を
占
め



歳
以
下
の
割
合
が

％
程

度
︵
総
務
省
労
働
力
調
査
を

基
に
国
土
交
通
省
が
推
計
︶﹂

と
説
明

加
え
て

建
設
分

野
に
お
け
る
外
国
人
材
の
種

別
を
示
す
﹁
技
能
実
習
生
﹂

と
﹁
特
定
技
能
﹂
や
特
定
技

能
１
号
と
２
号
の
違
い
な
ど

を
解
説
し
た


　
第
２
部
で
は
稲
場
氏
が
講

師
を
務
め

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
事
業

概
要
や
取
り
組
み

特
定
技

能
外
国
人
の
受
け
入
れ
手
続

き

受
け
入
れ
後
の
巡
回
訪

問
な
ど
を
解
説
し
た


　
東
京
建
設
重
機
協
同
組
合

︵
高
村
伸
彦
理
事
長
︶
は


月

日

﹁
女
性
オ
ペ
レ


タ

懇
談
会
﹂を
開
催
し
た


神
奈
川
県
と
千
葉
県
の
組
合

を
含
め
た

人
が
参
加
し


仕
事
の
や
り
が
い
や
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
を
テ

マ
に
意
見
を
交
わ

し
た

写
真


　
高
村
理
事
長
は
冒
頭


﹁
皆
さ
ま
が
抱
え
る
悩
み
や

解
決
策
を
共
有
す
る
こ
と

で
現
役
世
代
だ
け
で
な
く


未
来
の
女
性
オ
ペ
レ

タ


の
職
場
環
境
の
改
善
に
も
つ

な
が
る

意
義
の
あ
る
懇
談

会
と
し
て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
し
た


　
特
別
講
演
で
は

全
国
ク

レ

ン
建
設
業
協
会
の
勝
又

ひ
と
み
副
会
長
を
招
き

女

性
オ
ペ
レ

タ

を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て

過
去
に

体
験
し
た
現
場
や
私
生
活
で

の
ト
ラ
ブ
ル

現
代
の
業
界

課
題
対
応
策
な
ど
を
紹
介


携
帯
ト
イ
レ
や
着
替
え
用
テ

ン
ト
の
導
入
に
よ
る
衛
生
面

の
対
策

産
休
・
子
育
て
支

援
を
中
心
と
し
た
ワ

ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合


た


国
そ
の
他

国
そ
の
他

都
関
係
は
多
摩
地
区
事
務
所
分
の
み
掲
載

電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

事
後
公
表
メ
ン
バ
ー
は

■
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４

公

　
共
不
動
産
を
ど
う
生
か
す
か

公
共
施
設
再
編
か
ら
ま

　
ち
づ
く
り
へ

　

月

日
／
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会

　
人
口
減
少
や
老
朽
化
で
役
目
を
終
え

規
模
の
縮
小
が

必
要
と
な

た
公
共
施
設
は

単
純
売
却
に
限
ら
ず
街
づ

く
り
に
よ

て
活
性
化
す
る
と
い
い

再
生
に
向
け
た
課

題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

事
例
紹
介
や
パ
ネ
ル
デ

ス

カ

シ

ン
も
行
う

ウ

ブ
で
開
催

時
間
は
午
後
１

時
か
ら
ウ

ブ
で
開
催

参
加
費
無
料

定
員
は
５
０
０

人
申
込
期
限
は

日
ま
で
詳
細
は
ウ

ブ︵https:/

/us06web.zoom.us/webinar/register/W
N_EOS

n9n4TRk21FW
s5fig8dQ

︶


　
◇
住
友
林
業
︵
２
０
２
５
年

１
月
１
日
︶
本
社
に
コ

ポ
レ


ト
本
部
を
新
設

社
史
編
集

室
を
廃
止
す
る

資
源
環
境
事

業
本
部
に
森
林
技
術
部
を
新

設
ま
た
脱
炭
素
事
業
部
を


森
林
フ

ン
ド
の
運
営
な
ど
を

担
当
す
る
部
署
と
す
る
た
め


名
称
を
森
林
ア
セ

ト
事
業
部

に
変
更
す
る

木
材
建
材
事
業

本
部
の
事
業
開
発
部
は
新
規
プ

ロ
ジ

ク
ト
の
具
現
化
な
ど
を

進
め
る
組
織
と
し

名
称
を
製

造
事
業
部
に
変
更

住
宅
事
業

本
部
の
生
産
イ
ノ
ベ

シ

ン

推
進
室
の
名
称
を
生
産
情
報
室

に
変
更
す
る
他

東
京
支
社
を

廃
止
す
る


　
◇
住
友
林
業
︵
２
０
２
５
年

１
月
１
日
︶
代
表
取
締
役
執
行

役
員
社
長

直
轄

新
事
業
開

発
部

お
客
様
相
談
室
︵
代
表

取
締
役
執
行
役
員
社
長

直
轄


新
事
業
開
発
部

お
客
様
相

談
室

品
質
・
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
室
︶
光
吉
敏
郎
▽
代
表
取

締
役
執
行
役
員
副
社
長

コ


ポ
レ

ト
本
部
長
委
嘱
兼
生
活

サ

ビ
ス
本
部
管
掌
︵
代
表
取

締
役
執
行
役
員
副
社
長

生
活

サ

ビ
ス
本
部
管
掌
兼
総
務


法
務

秘
書

渉
外

コ

ポ

レ

ト

コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン

人
材
開
発

Ｄ
＆
Ｉ

Ｉ

Ｔ
ソ
リ


シ

ン

内
部
監

査
担
当
︶
川
田
辰
己
▽
執
行
役

員

住
友
林
業
ホ

ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長

︵
執
行
役
員

住
友
林
業
緑
化

代
表
取
締
役
社
長
︶
神
谷
豊

（５） ＜第三種郵便物認可＞２０２４年（令和６年）１２月６日＜金曜日＞

︻

月

日
開
札
︼

▽
電
子
入
札
・
２
０
２
４
年

度
生
産
緑
地
地
区
及
び
特

定
生
産
緑
地
管
理
等
業
務

委
託
︵
市
内
︶

案
件
番
号
２
０
２
４
│
０

０
７
７
７

︵

月
３
日
︶

▽
道
路
維
持
工
事︵
そ
の
１
︶

︵
旭
町
一
丁
目
地
内
︶

２
６
４
１
万
８
千最

上
建
設


２
９
５
０
万
６
千

︵

月
４
日
︶

▽
交
差
点
詳
細
修
正
設
計
委

託
︵
練
馬
区
画
街
路
第
１

号
線
︶
︵
早
宮
三
丁
目
・

練
馬
二
丁
目
地
内
︶

５
８
５
万

　
キ
ミ
コ
ン

▽
橋
梁
修
繕
工
事︵
開
進
橋
︶

︵
氷
川
台
三
丁
目
・
羽
沢

三
丁
目
地
内
︶

４
４
５
６
万
　
日
興
技
建


４
９
５
８
万
１
千

︵

月
４
日
︶

▽
第
三
中
学
校
外
壁
一
部
改

修
工
事
︵
南
千
住
八
丁
目


番
１
号
︶

１
１
７
２
万
２
９
５
７
円

テ
ク
ノ
プ
ラ
ン


１
２
４
２
万
７
千
　


１
１
３
５
万
７
５
２
９
円

︵

月
３
日
︶

▽
幸
田
小
学
校
１
Ｌ
│
１
電

灯
分
電
盤
修
繕
︵
西
水
元

三
丁
目

番

号
︶

１
３
０
万
︵
税
込
︶

山
中
電
機


１
３
３
万
５
４
０
０
円

︵
税
込
︶

▽
細
田
小
学
校
３
Ｌ
│
２
電

灯
分
電
盤
修
繕
︵
細
田
三

丁
目

番
１
号
︶

１
８
４
万
４
７
０
０
円

︵
税
込
︶

大
光
電
気
工
業


１
８
６
万
６
７
０
０
円

︵
税
込
︶

▽
鎌
倉
憩
い
交
流
館
大
広

間

和
室
Ａ
及
び
和
室
Ｂ

内
装
改
修
修
繕
︵
鎌
倉
二

丁
目
６
番

号
︶

３
１
９
万
８
２
８
７
円

︵
税
込
︶
　
ヤ
ジ
マ
装
芸


３
３
４
万
７
３
０
０
円

︵
税
込
︶

︵

月
４
日
︶

▽
金
町
駅
東
側
南
北
道
路
清

掃
業
務
委
託︵
指
定
場
所
︶

８
８
万
９
０
２
０
円
︵
税

込
︶

　
興
和
総
業


８
８
万
９
１
９
１
円

︵
税
込
︶

▽
金
町
中
学
校
段
差
解
消
修

繕
︵
南
水
元
三
丁
目
１
番

１
号
︶

４
９
８
万
︵
税
込
︶

小
金
建
工


４
９
９
万
７
５
２
０
円

︵
税
込
︶

︵

月

日
︶

▽
南
葛
西
小
学
校
校
舎
等
屋

上
防
水
工
事
︵
南
葛
西
五

丁
目

番
１
号
︶

不
調

　
赤
堀
工
業


３
６
８
５
万

︵

月
４
日
︶

▽
南
葛
西
小
学
校
校
舎
等
屋

上
防
水
工
事︵
そ
の
２
︶︵
南

葛
西
五
丁
目

番
１
号
︶

３
３
５
０
万
４
千安

藤
建
装


３
６
９
４
万

︵

月
４
日
︶

▽
若
葉
台
給
水
所
外
４
か
所

非
常
用
自
家
発
電
設
備
補

修
工
事︵
そ
の
２
︶︵
稲
城

市
若
葉
台
一
丁
目

番
地
︶

３
８
６
５
万
６
千
︵
随
︶

カ
ワ
サ
キ
マ
シ
ン
シ
ス
テ

ム
ズ


４
２
７
４
万

︵

月
４
日
︶

▽
拝
島
給
水
所
監
視
制
御
設

備
改
造
工
事
︵
昭
島
市
拝

島
町
５
丁
目
７
番

号
︶

３
０
５
０
万
︵
随
︶

メ
タ
ウ


タ



３
０
９
４
万
５
千

︵

月
５
日
︶

▽
宇
津
木
地
区
補
償
物
件
調

査
及
び
算
定
委
託
業
務

︵
そ
の

︶
︵
宇
津
木
土

地
区
画
整
理
地
区
内
︶

３
７
２
万

　
大
輝

︵

月
３
日
︶

▽
高
木
剪
定
委
託
そ
の
８

︵
第
四
小
学
校
︶

６
５
万

　
春
光
園

︵

月
３
日
︶

▽
中
学
校
樹
木
せ
ん
定
委
託

︵
市
立
中
学
校
４
校
︶

３
２
６
万
２
千
　
和
泉
園

▽
小
学
校
樹
木
せ
ん
定
委
託

︵
市
立
小
学
校
６
校
︶

４
０
９
万

　
高
木
造
園

︵

月
４
日
︶

▽
狛
江
市
公
共
下
水
道
狛
江

ポ
ン
プ
場
非
常
用
発
電
機

点
検
・
更
新
委
託
︵
東
和

泉
一
丁
目

番
１
号
︶

３
３
５
万

ウ


タ

エ

ジ

ン

シ


︵

月
４
日
︶

▽
令
和
６
年
度
︵
２
０
２
４

年
度
︶
西
八
王
子
駅
周
辺

地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
支
援
業
務
委
託

８
９
万
９
５
０
０
円

フ

ル
ク

▽
七
国
公
園
改
修
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
︵
七

国
三
丁
目
１
２
５
番
地
︶

１
２
５
万

中
央
造
園
設
計
事
務
所

▽
戸
吹
湯

た
り
館
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
委
託
︵
戸
吹
町

１
７
９
８
番
地
︶

２
５
万
９
千

ユ

ロ
フ

ン
日
本
総
研

▽
市
営
住
宅
大
和
田
台
団
地

外
３
団
地
の
改
修
工
事
に

伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量

調
査
委
託
︵
大
和
田
町
４

丁
目

番
地

号
外
︶

４
８
万

ユ

ロ
フ

ン
日
本
総
研

▽
外
壁
全
面
打
診
調
査
業
務

委
託
︵
教
育
セ
ン
タ

外

３
施
設
︶
︵
散
田
町
二
丁

目

番
１
号
外
︶

４
１
８
万
　
新
日
本
技
術

︵

月
４
日
︶

▽
秋
水
園
２
号
井
戸
電
磁
式

流
量
計
更
新
工
事
︵
秋
津

町
４
│

│
１
︶

１
４
０
万

　
三
協
工
業


１
４
３
万
７
千

︵

月
５
日
︶

▽
福
生
第
一
小
学
校
体
育
館

照
明
器
具
修
繕
︵
福
生
１

０
５
５
番
地
︶

６
８
万
５
千
︵
随
︶

日
福
電
設

︵

月
３
日
︶

▽
鶴
川
駅
南
口
ア
ク
セ
ス
道

路
代
替
地
整
備
工
事
︵
川

崎
市
麻
生
区
岡
上
四
丁
目

地
内
︶

２
０
９
０
万
　
岳
大
土
木


２
０
９
５
万
６
千
　


２
０
６
９
万
３
１
２
７
円

︵
税
込
︶

▽
鶴
川
中
学
校
中
規
模
改
修

工
事
Ⅰ
期
︵
小
野
路
町
１

９
０
５
番
地
１
︶

５
０
８
８
万

シ
ス
テ
ム
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

建
設


５
０
８
８
万
　

４
６

８
０
万
９
６
０
０
円

︵

月
４
日
︶

▽
成
瀬
ク
リ

ン
セ
ン
タ


汚
泥
処
理
棟
直
流
電
源
装

置
蓄
電
池
交
換
修
繕
︵
南

成
瀬
八
丁
目
１
番
地
１
︶

３
５
０
万

　
電
巧
舎

︵

月
５
日
︶

▽
鶴
川
駅
西
側
主
要
生
活
道

路
道
路
予
備
設
計
業
務
委

託︵
能
ケ
谷
一
丁
目
地
内
︶

２
６
０
万
東
建
設
研
究
所

︵

月
３
日
︶

▽
千
川
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
バ
ル

コ
ニ

防
水
改
修
工
事

︵
八
幡
町
３
│
５
│

︶

１
９
１
万
９
８
０
８
円

昭
研
工
業


２
２
６
万
３
千

▽
関
前
四
丁
目
公
園
遊
具
改

修
工
事
︵
関
前
四
丁
目


番
地
内
︶

１
９
０
０
万

コ

ト
グ
リ

ン


１
９
４
９
万
４
千

▽
市
道
第
１
３
５
号
線
外
４

路
線
透
水
性
舗
装
洗
浄
作

業
委
託
︵
桜
堤
三
丁
目
３

番
先
外
４
箇
所
︶

１
８
０
万

日
本
ロ

ド
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス

︵

月
５
日
︶

▽
Ｒ
６
国
道
６
号
外
道
路
構

造
物
詳
細
設
計
業
務

取
り
や
め

︵

月
３
日
︶

▽
Ｒ
５
江
戸
川
堤
防
強
化
対

策
検
討
設
計
業
務

１
４
１
９
万

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ


１
７
６
３
万
　

１
４

１
６
万

︵

月
５
日
︶

▽
東
京
国
際
空
港
海
上
保
安

庁
格
納
庫
機
械
設
備
工
事

︵
東
京
国
際
空
港
︶

不
調

︵

月

日
︶

▽
第
二
議
員
会
館
外
立
法
情

報
ネ

ト
ワ

ク
改
修
工

事
︵
第
一
議
員
会
館
：
千

代
田
区
永
田
町
２
丁
目
２

│
１

第
二
議
員
会
館
：

永
田
町
２
丁
目
１
│
２
︶

９
９
８
０
万

東
日
本
電
信
電
話


９
４
９
４
万
４
千

︵

月

日
︶

▽
自
然
科
学
研
究
機
構
国
立

天
文
台︵
三
鷹
︶基
幹
・
環

境
整
備︵
排
水
︶工
事︵
三

鷹
市
大
沢
２
│

│
１
︶

１
億
４
８
０
０
万

関
東
コ

ワ


１
億
５
０
７
０
万
　


１
億
３
７
１
５
万
４
４
０

５
円
︵
最
低
基
準
価
格
︶

︵

月

日
︶

▽
東
京
国
立
近
代
美
術
館
４

階
展
示
ケ

ス
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
工
事
︵
千
代
田
区
北

の
丸
公
園
３
番
１
号
︶

不
調

︵

月
５
日
︶

▽
Ｒ

ハ

ト
ア
イ
ラ
ン
ド

新
田
一
番
街
他
５
団
地
イ

ン
タ

ホ
ン
設
備
修
繕
そ

の
他
工
事
︵
足
立
区
新
田

３
丁
目

番
他
︶

不
調

︵

月

日
︶

▽
東
京
大
学
︵
駒
場
Ⅰ
︶
陸

上
競
技
場
更
衣
室
等
新
営

そ
の
他
工
事
︵
目
黒
区
駒

場
３
│
８
│
１
︶

不
調

︵

月

日
︶

▽
東
京
学
芸
大
学︵
小
金
井
︶

プ

ル
付
属
屋
他
ト
イ
レ

等
改
修
機
械
設
備
工
事

︵
小
金
井
市
貫
井
北
町
４

丁
目
１
番
１
号
︶

９
２
０
万
︵
不
落
随
契
︶

空
調
企
画


９
２
２
万
　

８
４
８

万
２
４
０
０
円
︵
最
低
基

準
価
格
︶

︵

月

日
︶

▽
中
央
自
動
車
道
八
王
子

Ｉ
Ｃ

相
模
湖
Ｉ
Ｃ
間

水
文
調
査
︵
２
０
２
４
年

度
︶
︵
八
王
子
市
裏
高
尾

町

相
模
原
市
緑
区
与

瀬
︶

３
２
９
５
万

大
日
本
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト


３
３
０
１
万
︵
契
約
制

限
︵
目
安
︶
価
格
︶

︻

月

日
開
札
︼

▽
電
子
入
札
・
北
区
立
十
条

小
学
校
新
校
舎
建
設
等
地

盤
調
査
業
務
委
託
︵
指
定

場
所
︶

案
件
番
号
２
０
２
４
│
０

０
９
８
９

︻

月

日
開
札
︼

▽
電
子
入
札
・
道
路
維
持
工

事
・
汚
水
桝
等
調
整
工
事

︵
北
１
６
９
７
号
︶
︵
赤

羽
南
一
丁
目
１
番

赤
羽

南
二
丁
目

番
先
︶


２
３
６
１
万
８
千

案
件
番
号
２
０
２
４
│
０

０
９
９
９


